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退院のしおりの再検討
10階東　周産期疾病室　○福田　和明　小松原、塚原、斉藤、西山
1　はじめに
　近年、新生児に関する医療技術が進み、在胎手数以
後の死産（全国統計）は、1985年に5．4％であったが、
1989年で4．1％まで低下した。それに伴い家族、特に母
親の育児への不安も大きくなってきており、家族への
指導が重要であると言える。
　当NICUでは、退院指導時、退院のしおりを使用
して退院後の育児の不安を軽減しようとしている。し
かし、実際、退院すると、育児に関する悩みで電話が
入ることも少なくない。その内容は“便が出ない”
“ミルクを飲まない”など基本的な育児に関してのも
のが多い。
　そこで今回私達は、退院のしおりの内容が充分であ
ったのか、何か問題点はなかったか、過去の電話相談
の内容を調査し、又家族へのアンケートを行った。
　その結果、問題点が明確になり、今後の課題を得た
のでここに報告する。
H　調査方法及び結果
1）電話相談内容集計調査
方法：平成2年2月23日から平成4年4月29日ま
　　　　でに受けた計166件の電話相談の内容を調
　　　　査
結果
表1．退院後期間別撒件数
期　　　間 件数 ％
退　院　当　日 14 8．5
明後7日以内 60 36
〃　14日 18 11
〃　1ケ月 20 12
〃　3ケ月 32 19
〃　6ケ月以内 14 8．5
”　6ケ月以上 8 5
合　　　計 166 100
表2．相談内容別件数
相談内容 件数 ％
感染（風邪等） 43 26
ミルク、母乳 33 20
排　　　　　泄 31 19
嘔　　　　　吐 正1 7
湿　　　　疹 10 6
夜　　泣　　き 10 6
膀・陰部の汚染 9 5
そ　　の　　他 19 ll
合　　　計 166 100
表3．退院後日数別にみた相談内容
退院当日 7日目 14日目 1ケ月後 3ケ月後 6ケ月後 εケ月以上
1　位 排　泄 ミルク ミルク ミルク 感　染 感　染 感　染
2　位 感　染 感　染 感　染 排　泄 排　泄
q　吐
排　泄
ｼ　疹
驪モｫ
ｻの他
排　泄
ｼ　疹
ｻの他
3　位 排　泄 嘔　吐 感　染 その他 嘔　制
氈E陰部 一嘔　吐~ルク
ｻの他
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2）アンケ・一一ト調査
　方法：平成3年9月1日から平成4年3月30日まで
　　　　に退院した超未熟児、低出生体重児の母親30
　　　　名を対象に、現在使用している“退院のしお
　　　　り”についてのアンケート調査。
　　　　回収率、30名中14名（47％）
結果
いいえ
（3人置
は　い（11人）
問1．　しおりを指導前に
　読みましたか？
いいえ
（3人）
は　い（li人）
問2．退院後、しおりを
　活用する機会があり
　　ましたか？
　ノーコメント
　　人）
いいえ
（2
　は い（10人）
問5．授乳の方法につい
　てしおり以外に看護
　婦が指導した内容で
　十分でしたか？
問1への意見
　○指導を受ける前にもらわなかった。
問2への意見
　○室温の目安、便秘の時
　○ミルクを吐いた時、衣服について
　○沐浴方法で不安があった時
　○自分のやり方に不安を感じた時
　○環境、お風呂、成長、観察など
　○退院後、あまり見なかった
問3（しおりの内容で説明不十分な点
　　や理解できない点はありました
　　か？）
問3への意見
　○鼻汁がある時、沐浴してよいか
　○病気の時の対応、不安な点（便の
　　色、形など）
　○「2、3ケ月頃から上下離れたも
　の」とあったが、サイズがなく、
　朝、昼、夜の温度差があり、何を
　着せればよいか困った。
問4（沐浴の方法について、しおりの
　　内容で十分でしたか？）
問4への意見
　○児が嫌がる時はどうずればよいか。
　○しおりの内容では不十分だが、実
　技指導があったで、大丈夫だった。
　○家族風呂に入れる時の手順、シャ
　　ワーをあててよいか。
　○よく理解できた。
ノーコメント
（4人）
いいえ
（3人）
は　い
（7人）
問6．　ミルクの増やし方
　　はしおりの内容で十
　分でしたか？
嫉、
一コメント
（2人）
はい（ll人）
問7．・「児の適切な環境」
　　について理解でき
　　ましたか？
一コメント
（2人）
はい（12人）
・「寝具」について理
解できましたか？
ノーコメント
（5人） 適　当
（9人）
問9．　しおりの大きさは
　適当だと思いますか？
　　イラストの割合はど
　　うですか？
問5への意見
　○乳房マッサージの指導がなかった
　　ので母乳よりミルクになってしま
　　つた。
　○ビジョンの乳首の穴が大きすぎて
　　母乳を吸わなくなった。
問6
　0一母乳だけだったので、わからない。
　Oミルク嫌いになってしまったため。
　○月齢段階によっての1回量の目安。
　○いつ頃まで対象か。
　○ミルクの増やし方、回数について。
一コメント
（2人）
はい（12人）
・「衣類」について理解
できましたか？
問7
　0うっぶせ寝の場合の注意点
　○環境、衣類について春夏秋冬一通
　　りしりたかった。
　問8（しおりの観察ポイントを参考に
　　　して児を観察できましたか？）
　O一番、この部分が役立ち助かりま
　　した。
　○観察できたと思う。
　○退院後1～2ケ月して母乳嫌いに
　　なり以来ミルクになったことが気
　　になった。
　○うっぶせ寝とあおむけ寝のどちら
　　がよいのか。
問9
　0イラストをカラーにしたらよい。
　○文章は読みやすくわかりやすい。
　　あまり教科書的な文にしないでほ
　　しい。
　○もっとイラストを増やしてもよい。
　○持ち運びやすい大きさで、よい。
　Oもう少し大きくしてもよかった。
問10（しおりに対する御意見、御要望
　　をお願いします。）
　○それぞれ児によって症状が違うの
　で個人指導がよいと思う。
　○成長に伴いわからなかったことが
　　ある。
　　・垂井ムツのサイズを変える時期
　　・器具の消毒期間・便の色（白っ
　ぽい便でも程度・赤ちゃん用洗剤
　の使用時期）
　○その児にあわせて書いていればよ
　かった。
川　考　　察
　表1の結果、電話相談の件数は退院当日と退院後7
日以内は、全体の約45％と多く、次で2週間から3ケ
月までの約40％であった。6ケ月以降になるとかなり
減少し約13％となっていた。一番相談の多かった45％
の8日間は、核家族が多く身近に相談する人がいない。
母が慣れていない、また児を身近にして母自身が育児
するとなると入院中は予測できなかった問題が生じ、
不安が多いのではないかと思われる。
　次に、表2の相談内容は、感染、ミルク、排泄が全
体の約65％と多く、嘔吐その他については、各5～7
％と少なく差もなかった。
　また、相談内容と相談時間との相関を表3でみると
感染は、ほぼ上位を占めていた。
　しおりの内容をみると、観察についてという項目に、
鼻汁、くしゃみ、咳が記入されているが、内容は鼻汁
の対処のみとなっている。しかし感染は、26％と一番
多く、これだけの内容では不充分であったといえる。
　ミルクについては、生後7日目から1ヵ月後までは
一位を占あているが、それ以後の相談は全くなかった。
質問内容は、ミルクの増やし方が多く、しおりでは、
「徐々に増やす」「飲みたいだけ飲ませてよい」を記入
されており、具体的な記載になっていない。
　授乳方法については、実技指導をしているたあ、相
談は全くなかった。
　排泄については、常に相談がみられた。その中で、
退院当日に一番多く、その内容は、便の性状、回数、
次で便秘の順であった。入院中に両親は、オムツ交換
を行っているが、面会時間は30分と少なく、便の性状
回数を観察するまでに至っていない。また、しおりに
は、便秘についての記載しかないため、入院中から、
積極的にオムツ交換をすすめ、しおりには、個別性に
応じた内容を記載する欄などを用いる必要があると考
える。
　以上、述べた感染、ミルク、排泄については、指導
するにあたって、これらのことを認識し、入院時から
母親の不安を考慮していく必要がある。
　次にアンケート調査の結果、問1では約80％の母が
指導前にしおりを読んでいる。しかし、しおりをもら
っていないという意見もあり、私達の、しおりの活用
法にも問題があったといえる。
　現在、しおりは母に渡すだけとなっていることが多
く必ず読んでもらうように説明したり、指導時に持参
してもらうなど説明が欠けている。
　また、問2から約80％の母がしおりを活用している
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ことから、このことを認識し内容の充実を計る必要が
あると思われる。
　問3では、少数ながら、病気の時の対応について説
明が不充分であるという意見があった。電話相談で感
染が上位を占めていることからも、内容が十分でなく
また、病気なのか、受診が必要かという判断を母親が
不安に感じていると思われる。今後は、現在までの観
察項目に加え、具体的な対処方法を記載する必要があ
るといえる。
　問4、5の沐浴、授乳については、実技指導を主に
行っており、「しおりでは不充分だが実技指導があった
ので大丈夫だった」という意見からも実技で補足され
ているといえる。
　問6のミルクの増やし方については、50％の母親し
か理解できていない。これについては、電話相談と同
様の調査結果を得、ミルクの指導については検討が必
要といえる。
　問7の環境・衣類・寝具については、約80％前後の
母親が理解できており、特に問題はなかった。
　問8の観察項目については、「一番役に立ち助かった」
という意見もあるように、しおりを頼りにしている母
親もいた。しかし前にも述べたように、症状の観察に
関連した相談も多いことから、より充実した内容に改
善する必要がある。
　問9のしおりの大きさやイラストについては、否定
的な意見はなかったが、適当であると答えた人は約半
数であり検討する必要がある。
　問10の意見は、月齢別しおりの要望も含まれている
が、これについては、今度、しおりの対象と使い方に
母親に理解してもらう必要があると考える。
　おわりに
　現在使用している退院のしおりは、6年前に見直し、
使用してきたが、今回の研究の結果、今後の課題が明
らかになった。
①退院後7日目頃に、プライマリ・ナースが自宅に電
　話訪問を行い、不安の軽減に努ある。
②アンケート結果で、明確になった不足な点を参考に
　し、新しいしおりを作成する。
③個別性に対応する為に、退院前から、その児の特徴
　など必要な内容を指導に入れ、しおりにも書き加え
　指導していく。
　上記①～③の課題点を、今後の退院指導及び新しい
しおり作成に生かしていきたい。
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　まとめ
1．電話相談の調査の結果、退院後7日目頃までの質
　　問が多かった。その内容を見ると感染、ミルク、
　　排泄についてが多かった。
2．　アンケートの結果では、母親がわからなかった点
　　は、ミルクの増やし方と、病気の対処の仕方など
　　であった。
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